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自社開発した格納容器/原子炉建屋熱流動解析コード BAROC を用いて、ISP-47/ThAI 国際標準問題[1]

の圧力、温度、ヘリウム濃度、水蒸気凝縮などの 3 次元挙動を解析した。検証解析により実験結果を概ね

表現する結果が得られた。 
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1. 緒言 

 昨年原子力学会春の年会で BAROC コードを用い福島第一原子力発電所 1 号機相当の原子炉建屋内の水

素漏洩解析を報告し、先行文献[2]と概ね一致する結果が得られたことを報告している。さらに BAROC コ

ードの性能・適用性を確認すべく、ISP-47/ThAI 国際標準問題に対する検証解析を実施した。 

 

2. ISP-47/ThAI国際標準問題の解析 

 公開情報に基づき、直径 3.2m、高さ 9.2m、体積 60m3 の円筒形状のモデルを

作成し、円筒形状を約 10 万メッシュで格子分割した。1 メッシュのサイズは幅

0.1m の立方体とした。初期条件として圧力は大気圧、気体成分は空気、温度

293K とし、外壁から外気への放熱、水蒸気の凝縮を考慮した。現象として 0～

7,700 秒までの圧力、温度、ヘリウム濃度、水蒸気凝縮などの 3 次元挙動を解析

した。流入条件は 0～2,700 秒まで濃度 100%のヘリウムガスが 5.5m 位置から上

向きに 0.59g/s で流入し、水蒸気は 2 か所から流入し 2,700～4,700 秒までが

5.0m 位置から上向きに 32g/s 流入し、もう一方は 4,700～5,700 秒まで 1.8m 位置

から中心方向に 35g/s で流入するとした。検証解析により実験結果を概ね表現で

きることを確認した。 

 

3. 結論 

格納容器/原子炉建屋熱流動解析コード BAROC を用いて、国際標準問題である ISP-47/ThAI の検証解

析を実施した。解析の結果 0～2,700 秒間の挙動は実験値と概ね一致する結果が得られた。また、水蒸気

が流入する 2,700～5,700 秒間では流入した水蒸気と外壁との間で凝縮が発生し、実験値と同様に内部圧

力が低下する結果が得られた。実験終了時の 7,700 秒後には実験結果と同様のヘリウムが成層化する計算

結果が得られた。 
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